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ス
イ
ス
の
非
営
利
団
体
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
発
表

し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
、
二
〇
二
一
年
、
日

本
は
一
五
六
カ
国
中
一
二
〇
位
で
し
た
。
先
進
国
の
中
で
最
下

位
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
中
国
や
韓
国
、
A
S
E
A
N
諸

国
よ
り
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
二
〇
位
の
日
本
の
前
後

の
国
は
ど
ん
な
国
か
と
い
え
ば
、
一
一
九
位
が
ア
ン
ゴ
ラ
、

一
二
一
位
が
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
す
。
日
本
は
、
特
に
「
経
済
」

と
「
政
治
」
の
順
位
が
低
く
、「
経
済
」
は
一
一
七
位
、「
政
治
」

に
至
っ
て
は
一
四
七
位
で
す
。

日
本
よ
り
順
位
が
低
い
国
を
調
べ
る
と
、
カ
タ
ー
ル
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
オ
マ
ー
ン
、
イ
ラ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

イ
エ
メ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
で
し
た
。
女

性
の
権
利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
非
難
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム

諸
国
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
タ
リ
バ
ー
ン
が
政
権
を
奪
取
し
た
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
今
後
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が
悪
化

す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
で
も
二
〇
二
一
年
の
「
政
治
」

の
順
位
は
一
一
一
位
で
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
一
三
八
位
、

シ
リ
ア
一
四
二
位
と
い
う
順
位
を
み
る
と
、
日
本
の
一
四
七
位

と
い
う
の
は
絶
望
的
に
低
い
数
字
で
す
。

一
〇
月
に
行
わ
れ
た
第
四
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、

女
性
議
員
の
占
め
る
割
合
は
第
四
八
回
の
一
〇
・
一
％
よ
り
下

が
り
、
九
・
七
％
で
し
た
。
有
権
者
の
う
ち
女
性
が
占
め
る
割

合
は
五
二
％
な
の
に
、
国
民
の
代
表
者
と
し
て
選
ば
れ
る
女
性

議
員
は
一
割
程
度
で
す
。
列
国
議
会
同
盟
（
I
P
U
）
に
よ
る

と
、
二
〇
二
一
年
九
月
時
点
で
世
界
の
女
性
議
員
の
割
合
は

二
五
・
六
％
で
す
。
こ
の
時
点
で
の
日
本
の
順
位
は
一
六
五
位

で
、
Ｇ
7
及
び
O
E
C
D
加
盟
国
の
中
で
最
下
位
で
す
。
注

世
界
の
人
権
は
い
ま

― 
普
遍
的
定
期
審
査
の
現
場
か
ら 

―
（
そ
の
十
九
）
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目
さ
れ
る
の
は
、
第
四
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
女
性
候
補

者
の
当
選
率
は
二
二
・
四
％
に
対
し
、
男
性
候
補
者
の
当
選
率

は
四
三
・
一
％
で
倍
近
い
開
き
が
あ
る
こ
と
で
す
。

N
H
K
が
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
一
〇
月
の
総
選
挙

の
女
性
議
員
の
比
率
に
つ
い
て
四
二
％
が
「
低
す
ぎ
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
が
、「
男
女
の
割
合
は
問
題
で
な
い
」
と
回
答
し

た
人
が
四
六
％
で
し
た
。
ど
う
や
ら
日
本
で
は
、
ク
ォ
ー
タ
ー

（
割
り
当
て
）
制
の
議
論
は
あ
ま
り
支
持
さ
れ
て
な
さ
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
態
度
が
、
国
家
公
務
員
の
上
級
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
四
・
二
％
、
上
場
企
業
の
役
員
に
占

め
る
女
性
の
割
合
六
・
二
％
と
い
う
現
実
を
生
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
第
一
回
U
P
R
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
日
本
で

は
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
男
女
の
役
割
と
責
任
に
関
し
て
根
深

い
硬
直
的
な
固
定
観
念
が
維
持
さ
れ
、
労
働
市
場
の
女
性
の
状

況
、
政
治
・
公
的
な
分
野
へ
の
参
画
の
低
さ
に
表
れ
て
い
る
と

し
た
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
懸
念
に
言
及
し
な
が
ら
、
女
性

を
差
別
す
る
全
て
の
法
律
上
の
規
定
（
婚
姻
最
低
年
齢
や
離
婚

後
の
再
婚
禁
止
期
間
）
の
廃
止
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

も
ラ
ト
ビ
ア
も
同
様
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、

先
の
民
法
に
お
け
る
差
別
的
な
規
定
に
懸
念
を
表
明
し
つ
つ
、

日
本
政
府
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」
の
社
会
推
進
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
措
置
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
も
、
同
様
の
勧
告
を
行
い
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
も
、
日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の
状
況
に
つ
い

て
の
情
報
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
直
面
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
複
合
差
別
や
周
縁
化
に
懸
念
を
表
明
し
ま
し

た
。
こ
の
他
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
及
び
ル
ー
マ
ニ
ア
が

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

大
学
教
員
を
四
四
年
務
め
、
優
秀
な
女
子
学
生
に
接
し
て
き

た
経
験
か
ら
い
え
ば
、
日
本
社
会
は
優
秀
な
女
性
を
生
か
し
切

れ
て
い
な
い
と
の
印
象
を
拭
え
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
非
正
規

雇
用
の
多
い
女
性
に
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
い
な
い
か
、
女
性
目

線
で
政
策
実
現
で
き
る
女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
各
政
党

に
女
性
候
補
者
を
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。




